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１．会社概要 

称 号：株式会社清和サービス 

設 立：昭和４６年１２月２２日 

代表者：代表取締役 原 正弘 

所在地：〒252-0212 

    神奈川県相模原市中央区宮下３丁目９番１８号 

    TEL０４２－７７４－１７５２ 

資本金：２４，５８１千円（平成３１年４月１日現在） 

環境管理責任者：林 久夫 

事業活動の内容：一般廃棄物の収集運搬業・中間処理業 

        産業廃棄物の収集運搬業・中間処理業  

        廃棄物容器の販売、廃棄物に係わる害虫の防除及び消毒の事業 

        道路側溝清掃、下水道管渠の清掃、公園施設の清掃 

        自動車整備事業、自動車及び自動車部品の販売 

        工業薬品の販売 

従業員数：５２（内パートタイマー１５名）平成３１年 4 月１日現在 

売上高：７８,1１４（万円）30 年度４7 期 

取扱量：一般廃棄物収集運搬量 1２,251ｔ 中間処理量 13,106ｔ  

産業廃棄物収集運搬量 1,493ｔ 中間処理量 1,307ｔ 

敷地面積：4958.67 ㎡ 

保有車両：運搬車両 

運搬車両（積載能力） ４ｔ以上 ４ｔ～2ｔ 2ｔ以下 計 

塵芥車  6    6 台 

プレスパック車 3 10 1 1３台 

アームロール式コンテナ車 2 2  4 台 

平ボディー車 1 13  14 台 

汚泥吸引運搬車 1 1  3 台 

ユニック付ダンプ車  1  1 台 

コンテナ車 1 2  3 台 

保冷車   1 1 台 

バキューム車（給水車）  1  1 台 

作業用車両その他 

フォークリフト ７台 パワーショベル １台 

大型ショベルローダー １台 小型ショベルローダー ２台 

ホイールローダー １台 営業車 9 台 

２．認証取得対象範囲      

   本社、リサイクルプラント・積替保管場所 

    

 

 

 

 



３．環境方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．株式会社清和サービス環境目標 

大項目 項目名 201８年 

目標 

201９年 

目標 

2020 年 

目標 

（1） 

温室効果ガ

スの総排出

量の削減 

車内全車両・全

重機の燃費の 

向上・維持 

燃料使用量の

抑制、改善 

軽油・平均燃費 

3.67ｋｍ/ℓ 

以上 

軽油・平均燃費 

3.67ｋｍ/ℓ 

以上 

軽油・平均燃費 

3.67ｋｍ/ℓ 

以上 

   

電気総使用量

削減・維持 

排 出 係 数

0.496ｋｇ・

ＣO２/kWｈ 

270000kWｈ以下 

1ｔ処理電力 

19.30kWｈ以下 

270000kWｈ以下 

1ｔ処理電力 

19.30kWｈ以下 

270000kWｈ以下 

1ｔ処理電力 

19.30kWｈ以下 

温室効果ガス

排出抑制目標 

410000 

CO2-ｋｇ以下 

410000 

CO2-ｋｇ以下 

410000 

CO2-ｋｇ以下 

（２） 

水資源投入

量の削減 

上水の使用

量の削減と

雨水利用率

の向上 

社用使用量数量 

上水 1500 ㎥ 

以下 

 

上水 1500 ㎥  

以下 

 

上水 1500 ㎥ 

以下 

雨水利用率維持 

22％ 以上 

雨水利用率維持 

22％ 以上 

雨水利用率維持 

22％ 以上 

（３） 

廃棄物総排

出量の削減 

総物資（紙コピ

ー用紙）投入量

の削減 

投入量実績 

35000 枚以下 

維持 

35000 枚以下 

維持 

35000 枚以下 

廃棄物総排出

量の削減・維持 

年総排出量 

2000ｋｇ 

年総排出量 

2000ｋｇ 

年総排出量 

1500ｋｇ 

（４） 

ＯＡ用品、副資

材等のグリー

ン購入の推進 

 

グリーン購入

の推進 

社内使用用品のエコマーク、カー

ボン・オフセット 

統一省エネラベル製品の購入推進 

社内使用用品のエコマーク、カー

ボン・オフセット統一省エネラベ

ル製品の購入推進 

社内使用用品のエコマーク、カー

ボン・オフセット統一省エネラベ

ル製品の購入推進 

（５） 

受託した廃

棄物の環境

配慮 

再資源化の促

進・埋め立て処

分量の削減・有

害廃棄物の混

入の防止・事故

発 生 時 の 訓

練・資源化に関

する教育 

 

搬入物に対して分別精度の職場訓

練の実施 

搬入時の廃棄物検査の充実・教育 

上記に加え、緊急時の対応訓練の

充実 

搬入物に対して分別精度の職場訓

練の実施 

搬入時の廃棄物検査の充実・教育 

上記に加え、緊急時の対応訓練の

充実 

搬入物に対して分別精度の職場訓

練の実施 

搬入時の廃棄物検査の充実・教育 

上記に加え、緊急時の対応訓練の

充実 

（６） 

社会的貢献 

地域とのコミ

ュニケーショ

ン 

環境デーの実施 

工場周辺の清掃 

苦情の対応 

環境デーの実施 

工場周辺の清掃 

苦情の対応 

環境デーの実施 

工場周辺の清掃 

苦情の対応 

（７） 

環境教育の

充実 

環境教育・環境

活動・環境関連

法令の教育 

社員、協力会社などへの環境活動

の教育・協力要請 

月 1 回の教育実施 

社員、協力会社などへの環境活動

の教育・協力要請 

月 1 回の教育実施 

社員、協力会社などへの環境活動

の教育・協力要請 

月 1 回の教育実施 

 

 

 

 

 

 

 



５．実施体制 

1.エコアクション２１の取組の体制は下記の通りとし「エコアクション２１実行委員会」を主体に全員で運用する。 

 

 

 

  

  

 

 

 

2.責任と権限 

 

職名 責任と権限 

代表者 1. 環境管理責任者の任命 

2. 環境方針の制定 

3. 環境経営システムの実施・管理に必要な資源の準備 

4. 環境経営システムの定期的見直し 

5. 社内情報の外部への公開可否決定 

環境管理責任者 1. 環境経営に関する経営資源の合理的、効果的な運用指示 

2. 環境目標の設定、実施計画の設定 

3. 環境経営システムの確立、実施、維持と継続的改善 

4. 代表者への環境経営システムの実施状況報告 

5. 各社員への必要な教育訓練の計画・実施 

事務局 1. 環境経営システム全データ管理と収集 

2. 関連法規等収集、遵法の実施の確認、教育 

3. 社員の教育計画と実施 

責任者 1. 環境管理責任者の方針に従い環境経営システムの実施、維持、継続、改善 

2. 社員の教育・訓練の実施 

3. データ管理・収集 

副責任者 1. 責任者の補佐 

2. 責任者と同様の責任と権限 

社員 1. 環境方針に基づき、行動指針の実施 

資源回収責任者 

中川龍童 

副責任者 

原 正規 

  

 

工場責任者 

田代栄司 

副責任者 

大堀浩史 

高橋浩 

清掃責任者 

野口淳一 

副責任者 

安藤芳行 

 

 

事務所責任者 

江成 平 

副責任者 

春山 浩 

 

 

 

ＥＡ２１事務局 

責任者  渡部隆二 

 

 

収集運搬責任者 

小瀬沢孝典 

副責任者 

田中一雄 

環境管理責任者 林 久夫 

代表者 

代表取締役 原 正弘 

事業系収集運搬

責任者 

柿澤誠志 

副責任者 

菊池昌雄 



６．①廃棄物処理工程（資源回収・資源分別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②産業廃棄物処理工程（廃プラスチック類・木くず） 

 

 

 

 

 

 

③ 特別管理産業廃棄物工程（廃油、廃酸、廃アルカリ、感染性廃棄物） 

 

 

 

手選別 

お客様の処分契約

に基づき収集運搬 

お客様がご契約された処分場へ搬入いたしま

す。（焼却、中和、希釈などの無害化） 

資源物

として

分別回

収・搬入 

  搬入工程   処理工程   出荷工程 

計
量 

 

紙（選別） 

ダンボール 

雑誌・紙製容器 

新聞・紙パック 

 

ビン類 

色選別 

カン 

スチール・ 

アルミ混載 

ペ ッ ト ボ ト

ル・プラスチ

ック類 

 

蛍光管 

水銀体温計 

廃食用油 

布類 

手選別 

紙製容器包装紙 

新聞 

雑誌 

ダンボール 

紙パック 

カレット（茶） 

カレット（透明） 

カレット（他色） 

スチール 

アルミ 

プラ製容器包装 

ペットボトル 

サークル管 

ストレート管 

その他蛍光管 

ダンボール 

廃油 

布 

原
料
（
資
源
化
） 

           

手選別 

磁気選別 

手選別 

手選別 

手選別 

手選別 

焼却 

産業廃棄

物として

収集運搬

搬入 

廃プラスチ

ック類 

 

木くず 

破砕処理(減容) 

 ge 

g 
破砕処理(減容) 

げ 

RPF 用原料 

プラ製品用原料リサイクル 

RPF 用原料 

肥料用原料リサイクル 

分
別
に
よ
り
残
渣
が
発
生 

選
別
さ
れ
た
品
目
ご
と
に
計
量 

 

金物類 
鉄類 

廃油 



7.産業廃棄物許可一覧 

許認可自治体 神奈川県 東京都 相模原市 千葉県 埼玉県 

許可内容 産業廃

棄物収

集運搬

業 

特別管

理産業

廃棄物

収集運

搬業 

再生事

業者登

録 

産業廃

棄物収

集運搬

業 

産業廃

棄物収

集運搬

業 

産業廃

棄物処

分業 

一般廃

棄物収

集運搬

業 

一般廃

棄物処

理施設

設置許

可 

一般廃

棄物処

理施設

設置許

可 

一般廃

棄物処

理施設

設置許

可 

産業廃

棄物収

集運搬

業 

産業廃

棄物収

集運搬

業 

許可番号 0140

2024

947 

0140

2024

947 

Ｇ00062

号 

13-00-0

24947 

09810024

947 号 

09820024

947 号 

相許可第Ａ

0003 号 

Ｃ

000301 

Ｃ

000302 

Ｃ

000303 

012000

24947 号 

011000

24947 

許可年月日 R1 年

11 月

27 日 

H２５

年6月

26 日 

H7 年 3

月 2 日 

平成

28.2 月

9 日 

R1.11.1 H30.7.23 R1.7.4 H14.9.

9 

H14.9.

9 

H18.7.

28 

平成 29

年 4 月

20 日 

平成 29

年 4 月

21 日 

許可有効年月日 R6 年

10 月

31 日 

3５年

6 月

25 日 

32 年

3 月 6

日 

33 年

2 月 8

日 

R6 年

10 月

31 日 

35 年７

月２２

日 

R３年 7

月 3 日 

   34 年

4 月

19 日 

34 年

4 月

20 日 

産

業

廃

棄

物 

燃え殻 ○    ○        

汚泥 ○   ○ ○      〇 〇 

廃油 ○    ○      〇 〇 

廃酸 〇    〇      〇 〇 

廃アルカリ 〇    〇      〇 〇 

廃プラスチ

ック類 

○   ○ ○ ○     〇 〇 

紙くず ○    ○      〇 〇 

木くず ○    ○ ○     〇 〇 

繊維くず ○    ○      〇 〇 

動植物性

残さ 

○    ○       〇 

ゴムくず ○   ○ ○      〇 〇 

金属くず ○   ○ ○      〇 〇 

ガラス・コン

クリートく

ず 

○   ○ ○      〇 〇 

がれき類 ○    ○        

特

管

産

廃 

廃油  ○           

廃酸  ○           

廃アルカ

リ 

 ○           

感染性  ○           

一

般

廃

棄

物 

ゴミ（一般）       ○      

古紙の再

生 

  ○          

金属くずの

再生 

  ○          

空き瓶の再

生 

  ○          

紙類         ○    

空き缶        ○     

ペット・プラ

スチック 

        ○ ○   

 

 



積替え保管に係る許可 

保管場所       相模原市中央区宮下３丁目 359-11.12 

保管を行う産業廃棄物の種類  がれき類 

保管施設 保管面積 ９．７５㎡保管コンテナ   ６基 

最大保管量 １０．７４㎥（最大保管量 １．７９㎥×６基＝１０．７４㎥） 

処理施設設置許可   

施設の種類 ごみ処理施設（破砕施設）廃掃法第８条第１項施設   

一般廃棄物の種類 空き缶類 

設置場所     相模原市中央区宮下３丁目 359-11.12 

許可年月日：平成１４年９月９日   

処理能力   １２ｔ/日（８ｈ） 

許可の条件  なし 

処理施設設置許可   

施設の種類 ごみ処理施設（圧縮施設）廃掃法第８条第１項施設 

一般廃棄物の種類 紙（新聞、雑誌、ダンボール）ペットボトル、プラスチック製容器包装類 

設置場所     相模原市中央区宮下３丁目 359-11.12 

許可年月日：平成１４年９月９日 

処理能力   １２7ｔ/日（８ｈ） 

許可の条件  なし 

処理施設設置許可   

施設の種類 ごみ処理施設（圧縮施設）廃掃法第８条第１項施設 

一般廃棄物の種類 ペットボトル、プラスチック製容器包装類 

設置場所     相模原市中央区宮下３丁目 359-11.12 

許可年月日：平成１８年７月２８日 

処理能力   圧縮施設（ペットボトル）：4.8ｔ/日（8ｈ） 

        圧縮施設（プラスチック製容器包装）：12.08ｔ/日（8ｈ） 

許可の条件  なし 

産業廃棄物処分業許可 

事業の区分 中間処理（破砕） 

中間処分を行う場所及び中間処分に係る保管場所 

相模原市中央区宮下三丁目３５９－１１、１２（４，９５８．６７㎡） 

破砕施設（廃プラスチック類、木くずに限る） 

ａ 木くずの処理能力  ４．２ｔ/日（８時間） １基 

ｂ 廃プラスチック類の処理能力 ３．６ｔ/日（８時間） １基 

保管施設  ア 処理前廃棄物（コンテナ保管） 

廃プラスチック類      保管面積１９．５㎡   最大保管量２１．４８㎥ 

木くず           保管面積１９．５㎡   最大保管量２１．４８㎥ 

イ 処理後廃棄物（コンテナ保管） 

廃プラスチック類      保管面積９．7５㎡   最大保管量１０．７４㎥ 

木くず           保管面積９．7５㎡   最大保管量１０．７４㎥ 

 

 



8.環境活動の取り組み結果の評価                

   環 境 目 標 目 標 達 成 手 段 目 標 今年度（30 年度）

実 績 

評 価 

温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
の
削
減 

①社内全車両・全重機

の燃費向上、燃料使用

量の削減 

※今年度より環境目標

を変更し、総使用量の

目標から、燃費の向上

に変更した。 

1.エコドライブの実施 軽油一台当たりの 

目標燃費 

3.67ｋｍ/ℓ 以上 

 

ガソリン 

6,097ℓ以下 

 

年間燃費 

3.98ｋｍ/ℓ 

軽油 

120,404ℓ 

ガソリン 5810ℓ 

 

目標値より 6％以上

達成した。 

 

〇 

           

2.アイドリングストップ 

3.走行時以外のエアコンの使用禁止 

4..重機類のエンジン上限回転数厳守 

5.機械の空運転禁止 

6.ストーブを必要以上運転しない 

7.洗車スチームを必要以上使用しない 

① 電気使用量削減 

201８年度目標 

270,000kWｈ以下 

排出係数 

0.496 ㎏-CO2/ｋWh 

1.機械（モーター類）の空運転禁止起

動時のピーク抑制 

目標（原単位） 

１ｔ当りの使用電力

19.30kWｈ以下 

 

年間使用電力 

269,037kWｈ 

処理量

12,806.54ｔ 

21.01kWｈ/ｔ 

目標値より 

0.28kWｈ/ｔ

（1.08％）の増加と

なりました。 

   × 

2.消灯・減灯  

3.エアコン温度設定  

4.省エネ機器の導入 

 年間排出量の削減 上記の確実な実行 410,000    

ＣＯ2-ｋｇ以下 

467,815   

ＣＯ2-ｋｇ 

目標値より 1.1％増

となりました。× 

水資

源の

投入

量の

削減 

上水の使用量削減 

 

1.漏水の定期チェック 基準年より 2％減 

上水 1500 ㎥以下 

雨水使用率 

22％以上（347 ㎥） 

1080 ㎥ と な り

-420.㎥（28.0％）

の達成。 

雨水使用率 

19.51％（210.8㎥） 

昨年は、雨水貯留タ

ンクを併用し、目標

に対し-28％達成。            

○ 

2.洗車時の節水 

3.手洗い、トイレ、洗濯時の節水 

4.清掃作業用水の雨水使用 

廃棄

物総

排出

量の

削減 

①総物資（ＯＡ紙）投

入量の削減 

 

②廃棄物排出削減 

 

1.裏紙使用推進 年間使用量 35000

枚以内 

 

38400（109％） 

（+3400 枚） 

顧客増加に伴い料金

改定や、請求など× 2.データ類・帳票類のＩТ化 

3.ミスコピーの減少推進 

1.廃棄物の資源化による削減 1500ｋｇ以内 1274ｋｇ 

（84.93％） 

分別精度の向上によ

り  ○ 2.分別精度の向上による削減 

グ
リ
ー
ン
購
入

促
進 

副資材、オフィス用品

のグリーン購入の推進 

1.購入資材の環境負荷最小化 数値目標は設定して

いない。 

実 購 入 物 に 対 し

35％グリーン購入

の達成 

相模原市エコオフィ

ス規定の維持推進  

○ 

2.環境ラベル貼付の選定・購入 

3.相模原市エコオフィス認定取得 

4.相模原市エコオフィス認定維持・推

進 

受
託
し
た
廃
棄
物
の
環
境
配
慮 

①一般廃棄物（資源

物）、産業廃棄物の再資

源化促進  

1.分別精度の向上による資源化量の増

加 

 

 

 

 

左記の実施 

 

 

 

 

左記の実施 

 

 

 

 

   ○ 

2.現場訓練の実施 

②一般廃棄物（資源

物）、産業廃棄物の埋立

量削減  

1.分別精度の向上による削減 

2.現場訓練の実施 

③有害物混入防止 1.搬入時の検査体制強化 

④事故発生時の対応 1.緊急時の訓練実施 

2.新入社員教育の実施 

⑤資源化に関する社員

教育 

1.部署ごとの教育徹底 

2.現場での教育訓練 

社会

的貢

献 

地域とのコミュニケー

ション 

1.環境デーの実施 積極的なコミニュケ

ーション活動 

環境デー実施 

各ボランティア参

加 

 

   ○ 2.工場周辺の清掃（定常作業） 

3.苦情の対応 

環
境
教
育
の
充

実 

①環境教育・環境活動

の教育 

1.社員、協力会社への環境教育・環境

活動の教育 

毎月実施 ミーティングの際

実施した 

    

 

   ○ 2.ＥＡ21 活動内容 

3.緊急時教育 

②環境関連法令の教育 1.廃棄物関係法令の教育 

社長 環境管理責任者 事務局 

原 林 渡部 



9.株式会社清和サービス環境活動計画 2019 

発行日 2019.4.20     作成：事務局、渡部 

 

 

 

 

  

社長 環境管理責任者 事務局 

原 林 渡部 

目的 目的 設定種類 目的達成手段（活動内容） 担当者 有効性の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温室

効果

ガス

の総

排出

量の

削減 

 

 

 

 

 

 

①社内全車

両・全重機の燃

費向上、燃料使

用量の抑制、改

善 

 

≪軽油≫ 

 

1.エコドライブの実施 

2.アイドリングストップ 

3.走行時以外のエアコン使用禁

止 

 

小瀬沢 

菊地 

毎月の数値把握と目標設定値に対する有効性の

確認 

実行のチェック 

３カ月ごとの評価 

4.重機類のエンジン上限回転数

厳守 

5.機械の空運転禁止 

 

田代 

大堀 

高橋 

毎月の数値把握と目標設定値に対する有効性の

確認 

実行のチェック 

毎月の評価 

 

≪灯油≫ 

 

 

6.ストーブを必要以上運転しな

い 

7.洗車スチームを必要以上しな

い 

 

小瀬沢 

田中（一） 

毎月の数値把握と目標設定値に対する有効性の

確認 

実行のチェック 

毎月の評価 

≪ガス≫

ＬＰＧ 

 

8.給湯器の時間制限 小瀬沢 

田中（一） 

毎月の数値把握と目標設定値に対する有効性の

確認 

実行のチェック毎月の評価 

 

 

 

 

② 電気使用

量 削減 

≪電気≫

使用量 

ピーク 

 

≪電気使用量≫ 

1.機械（モーター類）の空運転禁

止・起動時のピーク抑制 

2.工場稼働時間割制による稼働 

3.消灯・減灯 

4.エアコン温度設定 

5.省エネ機器の導入 

 

渡部 

田代 

高橋 

大堀 

毎月の数値把握と目標設定値に対する有効性の

確認 

実行のチェック 

毎月の評価 

 

水資

源投

入量

の削

減 

上水の使用量

削減 

≪上水≫ 1.漏水の定期チェック 

2.洗車時の節水 

3.手洗い、トイレ、洗濯時の節水 

4.清掃作業用水の雨水使用 

 

野口 

安藤 

毎月の数値把握と目標設定値に対する有効性の

確認 

実行のチェック毎月の評価 

廃棄

物総

排出

量の

削減 

①総物質（紙）

投入量の削減 

≪紙≫ 

（ＯＡ紙） 

1.裏紙使用推進 

2.データ類・帳票類のＩＴ化 

3.ミスコピーの減少推進 

 

原 

春山 

毎月の数値把握と目標設定値に対する有効性の

確認 

実行のチェック毎月の評価 

②廃棄物総排

出量の削減 

≪一般・産

廃≫ 

1.廃棄物の資源化による削減 

2.分別精度の向上による削減 

受託

した

廃棄

物の

環境

配慮 

①受託した廃

棄物のリサイ

クル率向上 

② 

受託した廃棄

物の環境負荷

軽減 

≪一般資

源≫ 

 

 

<産業廃棄

物> 

1.分別精度の向上 

2.資源物へのゴミの混入防止 

3.リサイクル率の向上 

 

 

 

 

田代 

渡部 

高橋 

大堀 

毎月の数値把握と目標設定値に対する有効性の

確認 

実行のチェック毎月の評価 

グリ

ーン

購入

の促

進 

副資材、オフィ

ス用品等のグ

リーン購入の

推進 

≪副資材

≫ 

１.購入資材の環境負荷最小化 

2.環境ラベル貼付の選定・購入 

3.相模原市エコオフィス認定取

得 

4.相模原市エコオフィス認定維

持・推進 

 

江成 

春山 

毎月の数値把握と目標設定値に対する有効性の

確認 

実行のチェック毎月の評価 



１０．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 

法令 評価の結果 

廃棄物処理法 ○ 

容器包装リサイクル法 ○ 

騒音規制法 ○ 

振動規制法 ○ 

家電リサイクル法 ○ 

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 ○ 

フロン排出抑制法 〇 

神奈川県生活環境のへ全等に関する条例 ○ 

神奈川県廃棄物の不適正処理の防止に関する条例 ○ 

相模原市環境保全に関する条例 ○ 

 自社の評価の結果、過去 5 年間、環境関連法規への違反はありません。なお関係当局よりの違反の指摘はこの

期間ありません。（対象期間 2015.4.1～2020.3.31） 

 

１１．代表による全体評価と見直し結果と次年度へ向けて 

前年度と同じくデータの集積により年度ごとの社内外の状況の変化がＣＯ2削減に影響されている事が明らか

になっている。収集に関する燃料の削減は順調に努力されていると良い評価である。搬入物の処理に関しては社

外の影響により電気使用量の削減が難しい事が明らかになった。次年度に向けてＣＯ2削減の目標を設定するに

は現状の数値を少しでも減らす努力を怠らない様に現状の目標を継続して行くことが重要である。 

 

 

2020.5.15 

                            代表取締役 原 正弘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１２．（1）地域コミュニケーション（環境デー等） 

R1 年 10 月 19 日（土）第１０回環境デーを実施いたしました。目的は、近隣との「コミュニケーション」と

「感謝」、「5Ｓ」を実践する活動の一環として実施してまいりました。 

今年で１０回目を迎え、今後もわが社の精神を継承する活動にしていきます。 

実施概要 

場所：会社の近隣道路   4 班に分かれて各担当エリアの清掃実施 

 開会打ち合わせ                清掃後         清掃後のごみ 

 

 

 

 

  周辺清掃       周辺清掃 2      参加者 29 名      委員長総評 

 

 

 

 

 

天候に恵まれ、今年も無事、清掃することができました。毎年、実施できるよう、今後も取り組んでいきます。 

１３．（2）地域コミュニケーション（不法投棄パトロール） 

県央地域廃棄物対策協議会主催のクリーンキャンペーンに、今年も参加させていただきました。 

 

  

 

 

 

 

１３．（3）地域コミュニケーション（不法投棄パトロール） 

不法投棄パトロール（神奈川産業資源循環協会）。積極的に参加させていただいております。 

 

 

 

 

 

１３．（４）地域コミュニケーション（ポイ捨て防止キャンペーン・路上喫煙防止、橋本駅頭） 

きれいなまちづくりの為、積極的に参加させていただいております。 

 

 

 

 

 

 

 



１３．活動による改善事例 

<電力使用量の削減>  

各年度別活動記録 

平成２１年より地球温暖化対策の一環として、電力使用量の削減に努めてきました。今年度までの活動記録です。 

年度 重点目標内容 活動記録 効果 

平成２１年度 電気使用量の全体量の把握

と、各棟ごとの使用実態の

掌握・工夫 

電気使用監視ソフトの活用 使用全体像の把握と、時間帯・

ピーク電力の確認 

平成２２年度 使用電力と費用対効果の確

認 

 活動を開始して最大の電力使

用量を記録してしまう。 

平成２３年度 1.遮熱塗料の塗装を実施。 

 

 

 

2.ピーク電力の抑制。 

 

 

3.スポットクーラーの工夫 

（1）Ａ棟のエアコン効率を

高めるため遮熱塗料を採用し

た。 

 

（2）ピーク電力が最大値に

ならない様、時間割の採用 

 

（3）スポットクーラーの使

用効果を高めるため扇風機ミ

ストを採用した。 

（1）の活動により年間使用電

力 316,494kWｈから

276,936kWｈ-12.49％に

削減。 

（2）ピーク電力は、178kW

から 154kW（-24kW）を達

成。 

（3）夏季の体感温度では-2～

3℃の効果が得られた。 

平成２４年度 年間総使用量の削減とピー

ク電力の抑制 

工場内の水銀ランプをＬＥＤ

照明に変更 

平成２２年度より約19％の削

減に成功しました。 

平成２５年度 年間総使用量の削減とピー

ク電力の抑制 

プラ梱包機の更新での使用電

力量と、ピーク電力の増加が

見込まれているため、照明器

具の細分化、人感センサーな

どの積極的な導入を検討 

棟ごとの使用量は、Ｂ棟で増加

したものの、他棟では、ほぼ削

減できたため、全体としては-

８％を達成できました。 

 

平成２７年度 年間総使用量の削減とピー

ク電力の抑制 

Ａ棟のエアコンを高効率型の

物に更新 

エアコンの機種を高効率の物

とし、室外機を屋上から、１F

へ移設 

平成２８年度 

 

年間総使用量の削減とピー

ク電力の抑制 

デマンド監視装置を導入 使用ピーク電力を現場で把握

するため、ピーク電力の抑制を

進める。 

平成 29 年度 年間総使用量の削減とピー

ク電力の抑制 

紙梱包機の更新を計画し、使

用電力量とピーク電力の増加

を抑制する。 

使用時間やピーク電力の抑制 

平成 30 年度

(計画) 

年間総使用量の削減とピー

ク電力の抑制 

燃料消費抑制 

電磁波抑制などの工夫 

新規格車両の導入 

ＥＭＳの更新など 

電気使用量抑制 

運送効率の向上 

燃費向上 

平成 31 年度

（令和 1 年） 

軽油使用量の削減 電気式フォークリフトの導入 化石燃料の使用量抑制 

 



平成 25 年 10 月プラスチックの梱包機を更新し、電力使用量の増加が見込まれるので、全員で検討し、ノー残

業デーの徹底、照明器具の細分化使用、不要照明のスイッチ off、エアコンの使用制限（温度管理の徹底）を確

実に実施することを確認しました。これらの行動実施により、プラ梱包器の更新による、電力消費量の増加を抑

え込む努力をしました。 

・ノー残業デーを木曜日から月曜日に変更しました。 

理由は、「余裕をもって確実にノー残業デーを実施できる」で、エネルギーの消費を抑える効果が期待できる。 

 効果：平成 26 年 1 月よりノー残業デーを木曜日より、月曜日に変更した。上記の理由によるもので、現実と

して、木曜日より確実に実施できています。現在までの期間で、年度末（3 月）の 1 回未実施があったものの、

木曜日より確実に実施されています。 

・ノー残業デーを月曜日に加え、水曜日も追加しました。 

平成 28 年 10 月より、資源回収エリアと、曜日の変更があり、処理物品の搬入量が、変わりました。このこと

により、曜日によって偏りがちだった処理数量が、多少平均化され、もう一日追加することができました。 

・照明スイッチの細分化と不要照明のスイッチ管理（不要な照明をＯＦＦ） 

 

 

 

 

 

 

・エアコンの温度管理 夏 28℃  冬 20℃ 

 

 

 

 

 

・そのほか、工場内通路に人感センサーを設置し、人感反応が無い照明はＯＦＦする様に工夫しました。 

 

 

 

 

 

 

・27 年 8 月相模原市の中小事業者省エネルギー設備補助金の対象として A 棟のエアコンを高効率のタイプに交

換しました。 

室内機の交換状況 

 

 

 

 

室外機は屋根の上に設置開いていた 

物を点検しやすいように、１F へ移                            

動して設置しました。 



・ピーク電力の抑制の為、デマンド監視装置を設置しました。 

 

 

 

 

 

 

過去の電力使用量の集計から弊社の最大ピーク電力を 130ｋｗ以下と定め、デマンド予測により、警報システ

ムを活用しています。 

・<雨水利用促進>（防火水槽・高圧洗浄水併用） 

 上水の使用量を削減するために、昨年雨水貯留用タンクが完成しました。 

 内部容量は 14.75ｔで有効貯水量は 13.5ｔです。主に、高圧洗浄水と防火タンクとして使用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・エコドライブマイスター活動 

 弊社では燃費向上を目標に掲げ、一人一人の運転技術をエコドライブできるように、神奈川県トラック協会が

主催する「ドライバー向けエコドライブ講習」を受講し、ドライバー全員がエコドライブマイスターになれるよ

うに平成 20 年から活動してまいりました。 

 

講習に参加して、エコドライブが一定のレベルと認められ

れば左の様な認定証がもらえます。 

本人のエコドライブに対する、意識が高まる事と、一人一

人の行動によって、エコドライブを浸透させる目的があり

ます。 

 

 

 

・フォークリフトの電動化 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 10 月より電動式フォークリフトを 1 台から 2 台に増車しました。軽油使用量を減らす目的です。 

 



・グリーン経営認証による自主点検の実施 

 グリン経営認証（公益財団法人交通エコロジー・モビリティー財団認証）を取得し、車両のコンディションを

常に良好に保てるよう、環境負荷やエコドライブに影響のある点検を毎月 1

回、自主的に行っています。 

点検項目           方法 

・黒煙            基準による 

・エアコン          サイトグラスによる 

・タイヤ空気圧        適正圧力の維持 

・エアフィルター       清掃交換機順による 

・エンジンオイル・フィルター 定期的な交換 

・その他ラジエーターの清掃やタイヤの周囲点検等 

 

この自主点検を実施してから、燃費の向上に役立っています。 

点検する担当者も、自身が担当する車両の状態を常に、把握する様になっ

てきたと思います。 
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１４．経済活動とエネルギー使用についての分析（取り扱い量と使用電力の関係） 

過去８年間の実績について分析しました。エコアクションの取り組みなどにより、2015年度までの電力使用に

ついては、効果的に推移してきました。その後の電力使用量の上昇は、産業廃棄物の取扱量の増加によるものと

推察されます。 

 

全処理量と、電力使用量の関係 

年度 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 

電力量 kWｈ 276936 258486 242443 236959 246268 262713 253129 269037 

処理量ｔ 14116.48 13815.84 13785.21 13482.63 13348.83 13100.72 12925.42 12806.54 

  
       



1）今後の課題 

２０１１年度以降の、資源物の処理工程でのエネルギー使用の問題は、重量が軽いプラスチック類が増え、紙

や缶類・ビン類の重量が重い品目が減少してきており、搬入重量が軽いため、分別精度を高めると電気の使用量

が増え、重量に対するエネルギー効率が悪くなるという見通しが立ちました。このため、燃料使用原単位で目標

設定してきた部分を見直し、温室効果ガス排出量の削減を目標とすることに変更してまいります。 

このため、2019年度以降は下記のように 2018年度実績をベースに環境目標を、定めてまいります。 

新環境目標 

総エネルギー投入量と温室効果ガスの削減。 

総エネルギー投入量 単位 2018 年度目標 

（基準年） 

2019 年度目標 

 

2020 年度目標 

 

2021 年目標 

購入電気  

（総量） 

ｋWh/

㎥ 

10ｋWh/㎥ 

（269037） 

基準年より-1％ 

9.9ｋWh/㎥ 

基準年より-1.5％ 

9.85ｋWh/㎥ 

基準年より-2.0％ 

9.8ｋWh/㎥ 

化石燃料 ｋｍ/

ℓ 

3.98ｋｍ/ℓ 

120404ℓ 

基準年より-1％ 

4,593,073 

基準年より-1.5％ 

4,569,875 

基準年より-2.0％ 

4,569,875 

温室効果ガス排出量  

（CO２排出量） 

ｋｇ-

ＣO2 

467815 基準年より-1％ 

463137 

基準年より-1.5％ 

460,798 

基準年より-2.0％ 

458483 

廃棄物の排出抑制とリサイクル率の向上 

廃棄物の排出

量 

単位 2018 年度目標 

（基準年） 

2019 年度目標 2020 年度目標 

 

2021 年度目標 

 

一般廃棄物 ｋｇ 1274 基準年より-1％ 

1261 

基準年より-2％ 

1248 

基準年より-3％ 

1235 

受託した産業

廃棄物（処理

量） 

ｔ 1307 受託する廃棄物の適正

処理 

 

受託する廃棄物の適正

処理 

 

受託する廃棄物の適正

処理 

 

リサイクル率 ％ 100％維持 100％維持 100％維持 100％維持 

 

 

 

 

 

 


